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殉教者オルバン 

Albanus 

（?／209頃？254頃？） 

～イギリス人最初の殉教者～ 

 

＜人名事典などでの別表記：アルバーヌス、アルバン＞ 

 

 オルバンはイギリス人最初の殉教者です。 

 イギリスのウェルラミウム（のちのセント・オールバンズ）で生

まれた彼は、もともとキリスト教徒ではありませんでした。しかし

ある司祭との出会いが、彼の生涯を変えていきます。 

さて、そのころイギリスでは、キリスト教は迫害されていました。

このオルバンが迫害された時期は、はっきりとはわかっていません

が、いずれにしても、カンタベリーのオーガスチンがイギリスのケ

ントに渡った 597年よりも数百年前のことでした。 

 さて、そのころのイギリスの君主は、キリスト教徒を迫害するよ

うに、強く命令を出していました。その中で、オルバンは迫害から

逃れて来た司祭をかくまいます。そして昼夜問わず、その司祭とオ

ルバンは話し込んでいきます。この司祭こそがオルバンの生涯を変

えた人物なのですが、彼の導きのもと、オルバンは神の恩恵を心に

悟り、キリスト教徒へとなりました。 

 しかし君主の元に、オルバンが司祭をかくまっているという密告

が届いてしまいます。それを知った君主はオルバンが司祭と共にい

た隠れ家に官憲を遣わします。しかし、オルバンは官憲が来る前に 
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司祭がその時着用していた衣服（amphibalum）をまとって、自分

が司祭のかわりに捕まります。このことから、オルバンは後にアン

フィバルス（Amphibalus）とも呼ばれます。 

さて、裁判官のところにオルバンが連れていかれると、裁判官は

ちょうど悪魔に犠牲をささげているところでした。そしてオルバン

に目をやり、彼が司祭でないことに気づきます。裁判官はオルバン

に対し、自分が司祭であると欺いたその行為について、罰を受ける

べきであると告げます。しかし、裁判官に対しオルバンは、自分は

キリスト教徒であると言い、決して裁判官や君主には屈しないこと

を伝えます。さらに、喜んで斬首されることを受け入れたそうです。 

そののち、彼が殉教した地、セント・オールバンズには記念教会

が建てられました。 

＜特祷＞ 

全能の神よ、あなたはみ力と恵みによって、聖なる殉教者オルバン

に苦難に勝ち、死に至るまで忠実である生涯を与えられました。ど

うか恵みをもってわたしたちを強め、どのような迫害にも耐え、主

イエス・キリストのみ名を忠実に証することができますように、主

は父と聖霊とともに一体であって世々に生き支配しておられます。

      アーメン 


